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パーソナルアカウントを使って
Scopusを利用する

A. Scopusに登録し、ログインすると、パーソナライズされたさまざまな機能を利用できます。
B. 保存リスト」では、保存リストの名前の変更、編集、削除、追加、エクスポートができます。
C. 保存された検索」では、保存された検索の名前の変更、編集、削除、結合、アラートの設定ができます。また、保存された検
索を実行して、最後に検索を実行した時以降の結果を表示することもできます。
D. アラート」では、アラートの編集、削除、ステータスの変更ができます。アラートが作成された日付に基づいて、新しい結果を
チェックすることもできます。
E. リクエスト（ダッシュボード）」は、あなたの個人ダッシュボードへのリンクです。このダッシュボードでは、著者フィードバックの修正
リクエスト、機関プロフィールウィザードの修正リクエスト、およびScopusのサポートリクエストを表示および管理することができます。
F. My Elsevier」では、エルゼビアのアカウント詳細やプライバシー設定を管理することができます。



文献検索
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A. 検索ボックスに検索語を入力してください。

B. デフォルトでは、Scopusは論文のタイトル、要旨、キーワードを検索対象とします。ドロップダウンメニューを使用して、検索対
象フィールドを指定できます。

C. 追加の検索フィールドを追加するには、「+追加」オプションを使用してください。

D. 新たに追加された各検索フィールドは、ブール演算子（AND、OR、NOT）で結合されます。

E. [対象期間を追加]を選択すると、出版範囲を指定できます。

F. フィールドコードの完全な一覧を表示するには、「詳細文書検索」を選択してください。

G. Scopusでの検索クエリ設定に関する詳細は、「検索のヒント」を選択できます。

H. 「検索履歴」が表示され、「アラート設定」を選択すると、Scopusで該当する新規検索結果をメールで通知します。

I. 重要なクエリを保存またはクエリを削除するには「その他」を選択します。

J. 履歴のクエリを組み合わせるには、2つ以上の検索を選択し「クエリを結合」を選択します。
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文献検索 – 検索結果の活用
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A. ページ上部から素早く検索内容を確認、編集できます。
B. 登録ユーザーは、サインインして検索を保存したり、検索アラートを設定して、この検索に一致する新しい文書Scopusに

追加されたときに通知を受けることができます。
C. 左のメニューで検索結果を絞り込むことができます。検索結果の中で検索することも、フィルターを使うこともできます。それぞれ
    のフィルターについて、対応する矢印を選択し、何が含まれているかを確認することができます。次に、希望するフィルターの
    チェックボックスにチェックを入れ、「制限する」または「除外する」を選択します。
D. 単一または複数の検索結果項目を選択するには、結果リスト項目の横にある対応するチェックボックスを選択します。
    ページ上のすべての検索結果項目を選択するには、「すべて」チェックボックスをオンにします。
E. 選択した検索結果について、選択した項目をファイルやMendeleyなどのレファレンス管理ツールに「エクスポート」ができます。
F. [その他]を選択すると、以下のオプションが表示されます。
 ダウンロード / 引用分析 / リストに保存 / 引用している文献 / 参考文献 / 結果をメールに送信
G. デフォルトでは、検索結果は日付順に並べ替えられます。[並べ替え]ドロップダウンメニューを利用すると、被引用数・
    著者名・収載ジャーナル名で並べ替えることができます。
H. [抄録を表示]をクリックするとアブストラクトが表示されます。[View at Publisher]は、許可されていれば、出版社のウェブサ
    イトで全文を開きます。[関連文書]は、共有参照に基づいて関連文書を表示します。
(※ リンクリゾルバの設定やフルテキストやその他の図書館サービスへのリンクは、Scopusの設定方法によって異なります。)
I.  プレプリント情報は、2017年以降のarXiv、 ChemRxiv、 bioRxiv、medRxiv、SSRN、TechRxiv、Research 
     Squareから収録しており、検索結果では査読文献とは分けて表示されます。
J.  表示されている情報をエクスポートすることが出来ます。
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引用分析と結果の分析

A. 検索結果のページで<引用分析>をクリックすると、文献が引用された年ごとの回数が表示されます。ソート順や検索範囲の
変更、自己引用・書籍引用の除外なをカスタマイズできます。
B. 検索結果ページで「検索結果の分析」をクリックすると、検索結果の分析が表示され、検索結果に含まれる文献数、著者、
所属機関、国・地域、文献タイプ、分野、資金提供者別に表示されます。各カードをクリックして拡大表示できます。
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文献詳細を確認する
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A. 著者名をクリックすると、その著者の詳細ページに移動します。
B. 被引用数情報・ Field Weighted Citation Impact(FWCI)情報(*)・被引用ベンチマーキング情報(**)が表示されま
す。尚、FWCIと被引用ベンチマーキング情報は被引用数が1回以上の文献で表示されます。
C. Full textは、出版社のサイトや所属機関で設定のある文献リンク(*)によってワンクリックでその論文にアクセスできるようにす
るものです。(* リンクリゾルバ等の設定は個々の機関のご設定状況により異なります。) 
D. [エクスポート]はCSV/RIS等の各種フォーマットでエクスポートが可能です。
E. [文献タブ]にはこの文献のAbstract、著者・索引キーワード、助成金提供機関情報、Corresponding authorの情報を
確認出来ます。[インパクトタブ]にはField Weighted Citation Impact(FWCI)、SciValトピック(文献の引用関係をベース
に構築された研究テーマ群)とその注目度(Topic Prominence)、Social Network Service等で取り上げられた回数をまと
めたPlum X評価指標を確認出来ます。[被引用数タブ]ではこの文献を引用した文献を確認出来ます。[参考文献タブ]ではこ
の文献で参考文献として引用されている文献を確認出来ます。[Similar documentsタブ]ではキーワード検索と検索履歴に
基づいて関連性のあると考えられる文献一覧が表示されます。

(*). Field Weighted Citation Impact(FWCI)情報は、同分野・同出版年・同文献タイプの文献グループの中で世界平
均値を1.0と設定してどの程度引用されたかを論文評価指標として確認出来ます。

(**). 数値・被引用ベンチマーキングは、同分野・同出版年・同文献タイプの文献グループにおけるランキングをを示します。

スクリーンは10.1016/j.orgel.2013.07.010を表示(2025年9月時点)。
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https://www.scopus.com/pages/publications/8488236
9581?origin=resultslist#tab=citedBy

D

https://www.scopus.com/pages/publications/84882369581?origin=resultslist#tab=citedBy
https://www.scopus.com/pages/publications/84882369581?origin=resultslist#tab=citedBy


著者プロファイル(著者検索)
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A. 著者を検索するには、「著者」タブを選択します。”著者名”、”ORCID”、”キーワード”から選択出来ます。
    (キーワードは研究者探索/Researcher Discoveryと同じ機能)

著者の姓と名を入力して検索します。ファーストネームやイニシャルを入力しての検索、機関名を追加することもできます。
B. 著者プロフィールには、著者名、所属、Scopus Author IDが表示されます。
    その他の名前の形式、所属歴、対象分野を見るには、”Show all information”をクリックします。
C. ”ORCIDに接続”をクリックして、著者プロフィールの詳細をORCID(Open Researcher and Contributor Identifier)

に追加出来ます。
D. “アラートを設定”では、この著者の文書アラートまたは引用アラートを作成することができます。“リストに保存”は、著者の詳細
    を著者リストに保存します。
E.” プロファイルを編集”は次頁で記述。
F. ”その他”をクリックすると、”一致する著者候補” または”SciValにエクスポート”のいずれかを選択できます。
   ”一致する著者候補”は、著者が正しいかどうかを確認するのに役立ち、類似した作者を表示します。
   ”SciValにエクスポート”は、著者の詳細ページからSciValに情報をエクスポートします。
G. 著者プロフィールは、”文献数”(著者のすべての文書を一覧表示)、”インパクト”(持続可能開発目標・被引用数トップ25%

の文献・トップ25%ジャーナルに掲載された文献・文献数およびField-Weighted Citation Impact (FWCI)、
”被引用数”、”プレプリント”、”Co-Authors”、”トピック(Topics)”、”獲得補助金 – Beta版” を表示するタブがあります。

H. 文献数と被引用数のトレンドは、著者の論文数と年間総被引用数を表示するグラフです。”著者分析”は、著者の出版文
    献から分析グラフを提供し、”引用分析”は、ある著者の文書を表示し、その文書が年間に引用された回数を表示します。

C

D
E F

G

H



著者プロファイル修正・編集ウィザード
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A. 著者プロファイルのページから”プロファイルを編集”をクリックする。尚、プロファイルの修正・編集作業には、パーソナルアカウント
     によるサインインが必要となります。
B. 著者自身による修正、または代理による修正のいずれかを選択します。
C. [著者詳細・文献・プレプリント・獲得助成金]から修正・編集を行いたい情報を選択します。
D. (著者詳細修正では)出版された文献に記載された表記名で優先させる表記名・所属機関名を選択出来ます。
E.  (文献収載修正では)出版文献として表示されている一覧から削除が出来ます。
F. (文献収載修正では)出版文献として表示されていない文献を検索し、追加することが出来ます。
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※ パーソナルアカウントによる操作が必要です。
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引用分析・著者分析
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A.著者プロファイルの[文献数]、[インパクト]、[被引用数]の各タブからご確認いただけます。
B. 引用分析
 B-1.対象年を設定できます。
 B-2.引用分析時に非表示・除外する対象を設定できます。
 B-3.対象文献毎・各年毎に被引用数を確認できます。
C. 著者分析
 C-1.[出版物別の文献数][文献タイプ別の文献数][出版年別][分野別]を選択し、グラフ表示できます。
 C-2.[h-index」タブは、h-indexをグラフで表示できます。
 C-3.[共著者」タブには、著者名と共著した文献数が表示されます。
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Researcher Discovery(研究者探索)
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A. Researcher Discovery(研究者探索)タブを選択し、キーワード検索を行うと、検索したキーワードに関連する2021年以
降の文献情報から研究者を検索し、研究者の研究活動概況をすばやく確認することができます。
B. 検索ボックスに検索語を入力します。
C. 出版年、国、団体で絞り込むことが出来ます。
D. 研究者の出版文献を確認出来ます。
E. プロファイルのプレビューをクリックすると、著者情報・最新の所属・研究経験年数・最新の出版文献、最も多く投稿された
     トピック、最新の出版文献概要が表示されます。
F. <完全なプロファイルを表示>をクリックすると、著者のScopus著者プロフィールが表示されます。
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機関情報検索
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A. 機関を検索するには、機関タブを選択します。機関名を入力すると、自動的に検索が始まります。自動入力されたリストから
名前を選択することも、検索ボタンを押すこともできます。検索ボタンを選択すると、所属の一覧が表示されます。
B. 機関のプロフィール・ページから、分野別または出典別に文書出力を表示したり、機関構造・共著機関・SDGs別の文献を確
認出来ます。
C. 新しい文書が追加されたときに通知される<文書アラート>を設定出来ます。
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ジャーナル／ソース(タイトル)情報
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G. タイトル情報・収載機関等の情報は上部に表示されます。
H. Scopusに収載されている文献の表示、文献アラートの設定、出版リストへの保存。
I. Scopusで確認できるジャーナル評価指標：
   > CiteScore : 直近の4年間で出版された文献の引用数を出版文献数で割った値。
   > SCImago Journal Rank (SJR):その雑誌が受けた被引用数を加重平均して算出。
                                                  引用の重み付けは、主題分野と引用叢書の権威に依存する。
   > Source Normalized Impact per Paper (SNIP) : 文献の主分野で想定される被引用回数に対する実際の

被引用回数を算出。
J. CiteScoreタブ: CiteScore算出詳細が確認出来ます。
K. CiteScore Tracker」は、直近のCiteScoreを確認出来ます(毎月更新)。
L. CiteScore ランクとトレンドタブ : 各分野におけるジャーナル・パーセンタイルとランクを確認出来ます。
M. Scopus収録期間タブ : Scopus収録期間中の文献数と引用分析を確認出来ます。
N.ジャーナル比較 : 最大10のジャーナルを様々なパラメータで比較することができます。
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A. Scopusトップページ右上の「収録誌/Sources」を選択します。
B. 分野、タイトル、出版社、ISSN（検索ドロップダウンメニューから選択）でソースを検索することができます。
C. フィルタリングオプションを選択し、「適用」を選択する。
D. 収載タイトルリストをダウンロードできます。
E. 一覧表示されたタイトル情報は、アルファベット順や、その他の項目を用いて並べ替えることができます。
F. タイトルを選択すると詳細ページに遷移します。
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Scopus AIは、生成AI(GenAI)を搭載した直感的な
検索ツールで、これまでにないスピードと明瞭さで理解を深め、

見識を豊かにします。
学術界との緊密な協力のもとに構築されたScopusは、
世界最大の学際的かつ信頼性の高い抄録・引用データ
ベースであるScopusに掲載されている、学術文献情報を

基に、信頼できるガイドの役割を果たします。



Scopus AI (追加契約オプション)

A
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Starting your Scopus AI query

C

A. Scopusのホームページページから、「Scopus AI」タブを選択する。
B. 検索ボックスに自然言語によるクエリを入力してください。
C. 検索例は、クエリをどのように構成するかを示しています。

※ 検索のヒント
あるテーマについて、自然な会話形式で質問する。



Scopus AI (追加契約オプション)
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Search results overview

C

A. Scopusのホームページページから、「Scopus AI」タブを選択する。
B. 検索ボックスに自然言語によるクエリを入力してください。
C. 検索例は、クエリをどのように構成するかを示しています。

※ 検索のヒント
あるテーマについて、自然な会話形式で質問する。
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Scopus AI (追加契約オプション)

Search results overview

A. Summary - Scopus AIは、2013年以降に出版された関連文献
を検索し、その抄録の内容を統合して、わかりやすい要約を作成しま
す。

B. References - サマリーには、編集に使用した出典の数（現在は10
件まで）が表示され、参考文献のリストと関連する抄録を表示するオプ
ションがあります。

C. Foundational documents - Scopusにおいて、あなたのトピックに
関して最も影響力のある文献、すなわち、要約を書くために特定された文
献の中で最も引用回数の多い文献。

D. Expanded Summary - より包括的で詳細な回答を提供する。

E. Concept map - キーワードを使ってトピック空間を俯瞰するダウン
ロード可能なビジュアルを提示します。

F. Topic Experts - クエリに基づいて主要な著者を特定し、関連する
専門知識を説明します。

G. Emerging Themes – クエリに関連して、Consistent 
Themes(持続的テーマ)とNovel Theme(新興テーマ)のトレンドを確
認できます。

H. Go Deeper - 様々な研究分野において、より深い洞察につながる、
さらなる探求のための関連するクエリを提供します。



Scopus AI (追加契約オプション)

Summayr with Scopus references

A. Summary - Scopus AIは、2013年以降に出版された関連文献
を検索し、その抄録の内容を統合して、わかりやすい要約を作成しま
す。

B. References - このセクションは、要約を作成するために使用された
参考文献のリストを提供する。これらには番号が振られており、それぞ
れが「サマリー」のどこに貢献しているかがわかるようになっている。

C. 文献タイトル – 文献のタイトルをクリックすると、「要約参照」パネルが
表示され、文献の詳細ページへのリンクが付いた完全な抄録が表示さ
れます。

D. 文献著者- 著者名をクリックすると、「著者プロフィールプレビュー」パネ
ルが表示されます。

E. 出典の詳細- 出典名を確認出来ます。リンクをクリックすると、
Scopus出典の詳細ページが表示されます。

F. Show all references- ここをクリックすると、クエリサマリーを作成す
るために使用されたすべての参考文献の情報とリンクが表示される
'Summary reference'パネルにアクセスできます。

G. SummaryとReferencesのコピー- ここをクリックすると、要約と参考
文献がクリップボードにコピーされます。
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Scopus AI (追加契約オプション)

Foundational documents

A. Foundational documents -あなたのトピックに関して最も影響力
のある文献、すなわち、要約を書くために特定された文献の中で最も
引用回数の多い文献。

B. 文献タイトル – 文献のタイトルをクリックすると、「要約参照」パネルが
表示され、文献の詳細ページへのリンクが付いた完全な抄録が表示さ
れます。

C. 文献著者- 著者名をクリックすると、「著者プロフィールプレビュー」パネ
ルが表示されます。

D. 出典の詳細- 出典名を確認出来ます。リンクをクリックすると、
Scopus出典の詳細ページが表示されます。

E. Show more documents -このリンクをクリックすると、クエリに関連
するその他のFoundational文献が表示される「More 
documents」パネルが表示されます。

A

B

C

D

E

F

G

F. Related documents –
関連する文献を表示します。

G. Export document -文
献情報を、さまざまな形式
でエクスポートできます。



Scopus AI (追加契約オプション)

Expanded summary

A. Expanded summary -より包括的で詳細な回答を表示するオプ
ションを提供します。この機能は、より包括的で詳細な応答を提供す
るために、与えられたユーザーのクエリに関する視点の数を増やします。

B. 表示/非表示矢印 - この矢印をクリックすると、Expanded 
summaryの表示/非表示が切り替わります。

C. Sub topicの見出し- Expanded summaryは、回答をSub 
topic別に整理します。これにより、要約がより整理され、クエリ内でさ
らに調査すべき領域を特定することができます。

D. これらのソース番号のリンクをクリックするとExpanded summaryの
生成に使用された各参照の情報とリンクが表示されます。

A B

C

D



Scopus AI (追加契約オプション)

Concept map

A. Concept map - 検索結果を視覚的にマッピングし、トピック領域の
俯瞰的な全体像を提供します。

B. コンセプトブランチ - クエリとの潜在的なつながりを示します。

C. Concept mapは、クエリに関連する概念の概要を示します。
ブランチの項目を一度クリックすると、マップから分岐概念が削除されます。
ヘッダーをもう一度クリックすると、ブランチコンセプトがマップに追加されます。

D. ダウンロード - このボタンをクリックすると、Concept mapのPNG画像
ファイルがダウンロードフォルダにダウンロードされます。
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B

C

D



Scopus AI (追加契約オプション)

Topic experts

A. Topic experts - クエリに関連する主要な著者を著者に関する説明
と共に表示します。

B. Scopus Author Profilesに基づいた著者情報。
C. Preview profileをクリックすると以下情報が確認できます。

A

B

C

D. 著者名と出版文献を基にし
た研究年数・最新文献出版年。

E. View full profile – 
Scopus著者プロファイル画面
表示。

F. Most contributed 
topics – 出版文献の多い研
究テーマ(Topic)の情報。

G. Matching documents
–この著者の文献でクエリにマッ
チする文献 

D

E

F

G



Scopus AI (追加契約オプション)

Go deeper (suggested queries)

A. Go deeper - ScopusのAIは、さまざまな研究分野の隠れた洞察に
つながる、さらなる探求のための関連クエリを提供します。

B. 推奨クエリ- -  3つの推奨クエリのいずれかをクリックすると、
Summaryで始まる新しいクエリが生成されます。このクエリにはすべて
の機能が含まれる。(参考文献、Foundational documents、
Expanded summary、Concept map、Topic experts、Go 
deeper linksを含む)
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B
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